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【はじめに】造血幹細胞移植は感染のリスクが

高く、防護環境（以下クリーンルーム）での管

理が推奨されている。患児の多くは感染を有さ

ず移植を受けるが、今回、MRSA保菌状態での移

植を初めて経験したため、報告する。

【事例】血液疾患で入院中の乳児。咽頭粘膜か

らのMRSA検出と、後頚部の皮疹が悪化しMRSA毛

嚢炎と診断され、MRSA保菌状態での移植となっ

た。同時期に移植治療中の患児は他1名。

【経過と看護】移植決定後、MRSA感染拡散リス

クについてアセスメントした。感染管理認定看

護師にコンサルテーションし、感染患児入室中

の取り決めについてマニュアルを作成し介入を

統一した。双方の家族にも感染対策について指

導した。その結果、他患児は感染症状なく経過

した。

【考察】感染拡散リスクが高い事例であったが

他部門と連携し統一した介入ができたこと、家

族と話し合い統一した指導ができたことで効果

的な感染対策となり伝播予防や、家族支援に繋

がった。
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